
 

2012 年 7 月（期末試験。電卓使用可。追試なし。紙面が不足する場合は裏面を使用すること。表面 49 点，裏面 54 点） 

番号  氏名 

1 支点反力と部材 AB, BC の軸力を計算しなさい。また，概略の変形を描きなさい。（2 x 6 =12 点） 

  

 

 

 

2 左右の支点反力と部材 AB の軸力を計算しなさい。また，部材 AB の断面積を A，材料のヤング係数を E として，部材 AB の応力度，ひ

ずみ度，伸縮を計算しなさい。（1 x 6=6 点） 

 

 

3 下図の M 図に対応する Q 図と外力を描きなさい。（3+3=6 点） 

 

4 下図の梁の断面二次モーメント，曲率，梁先端の回転角，たわみを計算しなさい。ヤング係数は E とする。（1 x7=7 点） 

 

5 上の結果を利用して下図右端の反力，左端の M, 右端の回転角を計算し，M 図と概略の変形を描きなさい。（2x5=10 点） 

    計算は裏へ 

6 下図の梁の支点反力を計算し Q 図を描きなさい。B 点の曲げモーメントも計算し，概略の M 図を描きなさい。（2x4=8 点） 

 



 

番号  氏名 

7 下記の梁について，下端まわりの断面一次モーメントと中立軸の位置を計算し，応力度を斜めから描きなさい(2x3=6 点) 

  

 

 

 

 

 

 

8 下記の柱の断面二次モーメント，断面係数，A, B, C 点の垂直応力度を計算しなさい。（2x5=10 点） 

 

9 上記の柱の A~B, A~C の断面一次モーメントを計算しなさい。また，A, B, C 点のせん断応力度を計算し，せん断応力度の分布を斜めから

描きなさい（2x6=12 点）→解答は裏へ 

10 下記の構造物の Q 図と M 図を描き，加力点の鉛直・水平変位を計算し，概略の変形を描きなさい。（2x4=8 点） 

 

 

 

11 下記の構造物の反力を計算し，図中に描きなさい。また，Q 図と M 図を描き，概略の変形を描きなさい。（2x3=6 点） 

 

 

 

12 Q, M 図を描きなさい。また， 21000 kN/mE  42 mI  として 30 kN が加わる点の水平変位を計算しなさい(2x5=10 点)。 

  


